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「不屈」No563 付録 
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治安維持法犠牲者 

 国家賠償要求同盟    
  埼 玉 県 本 部 
〒330-0063 

さいたま市浦和区高砂 

2-3-10 黒澤ビル３B 

電話 048-824-0094 

振替 00110-7-83245 

 

 

 

昨
年
暮
れ
閣
議
決
定
さ
れ

た「
第
５
次
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
」
は
問
題
と

課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
ま

し
た
。
５
年
ご
と
に
見
直
さ 

れ
今
年
度
中
に
策
定
予
定
で
す
▼
昨

年
７
月
の「
改
定
素
案
」
に
対
し
て
六

千
を
超
え
る
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
若
者
の
声
を
反
映
さ
せ
よ

う
と
Ｎ
Ｓ
で
声
を
集
め
る
な
ど
か
つ
て

な
い
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
求
め
る
運
動

の
高
ま
り
の
中
で
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
取
り
組

み
、
性
暴
力
の
根
絶
な
ど
前
進
面
も

あ
り
ま
す
が
、
一
方
で「
指
導
的
な
地

位
を
占
め
る
女
性
の
割
合
を
二
〇
二

〇
年
ま
で
に
三
〇
％
に
」
の
目
標
は
未

達
成
の
ま
ま
先
延
ば
し
に
さ
れ
、
さ
ら

に「
選
択
的
夫
婦
別
姓
」
の
文
言
が
削

除
さ
れ
る
な
ど
大
幅
に
後
退
し
て
い
ま

す
▼
３
月
に
発
表
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
は
一
五
三
ヵ
国
中
一
二

〇
位
と
世
界
最
低
レ
ベ
ル
で
す
。
特
に

政
治
分
野
で
は
一
四
七
位
と
順
位
を

落
と
し
国
際
水
準
か
ら
か
け
離
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
総
選
挙
の
年
、
野
党
共

闘
で
女
性
の
国
会
議
員
を
増
や
し
政

治
を
変
え
ま
し
ょ
う
。
（
加
） 

   

 

「
会
員
の
み
な
さ
ん
」
に
年
度
初
め

に
あ
た
り 

〝
三
つ
の
お
願
い
〟 

コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
私
達
を
と
り
巻

く
国
内
外
の
情
勢
は
、
大
変
厳
し
く
〝

再
び
戦
争
と
暗
黒
政
治
を
許
さ
な
い
〟

「
国
賠
同
盟
」
の
運
動
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
昨
年
は
コ
ロ

ナ
禍
で
十
一
月
に
延
期
し
た「
定
期
総

会
」
を
今
年
は
夏
期
開
催
で
計
画
し
て

お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
、
年

度
初
め
に
あ
た
り
会
員
の
皆
様
に
次
の

「
三
つ
の
お
願
い
」
を
す
る
次
第
で
す
。 

一
、
会
員
拡
大
と
支
部
づ
く
り
で
す
。 

埼
玉
の
同
盟
は
、
有
権
者
比
で
み
る

と
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
最
も
低
い
水
準

で
す
。
ま
た
、
７
割
の
会
員
の
方
が
支
部

に
属
さ
な
い
な
ど
支
部
作
り
が
緊
急
の

課
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
新
し
い「
入

会
申
込
書
」
も
使
っ
て
会
員
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
支
部
づ
く
り
に
力
を

お
貸
し
て
く
だ
さ
い
。 

二
、
来
年
に
向
け「
署
名
活
動
」開
始 

 

昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
十
一
月
に
延
期

し
た「
国
会
請
願
行
動
」
は
、
今
年
は
５

月
12

1 日 2
に
行
い
ま
し
た
。
埼
玉
県
同

盟
は
、
埼
玉
選
出
７
名
の
議
員
に
、
皆

さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た「
署
名
」
を
渡
し

ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
中
に
必
ず
行
わ

れ
る
総
選
挙
は
、「
二
〇
二
〇
年
代
に 

  

治
安
維
持
法
体
制
の
決
着
を
つ
け
る
」

と
言
う
私
た
ち
同
盟
要
求
を
実
現
す

る
選
挙
闘
争
に
な
り
ま
す
。
選
挙
に

勝
っ
て
、
来
年
の「
国
会
請
願
」
で
、
埼

玉
県
で
も
更
に「
紹
介
議
員
」
を
ふ
や

し
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
も
、
来
年
５

月
に
向
け
て
、
新
た
な「
署
名
」
の
取
り

組
み
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。 

三
、
財
政
活
動
の
強
化
、
会
費
の
納
入 

「
映
画
・千
代
子
」制
作
募
金
の
お
願
い 

二
〇
二
〇
年
度
は
お
陰
様
で
会
費

の
納
入
も
前
進
し
、
黒
字
財
政
に
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様

に
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
も
こ
れ
ま
で
通
り
年
２
回
（
６
月

と
12
月
）
、「
募
金
の
お
願
い
」
と
「
会

費
の
納
入
状
況
」
を
記
し
た「
訴
え
」
送

り
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
は
、
映
画
「
伊
藤
千
代
子

の
生
涯
」
の
制
作
資
金
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。
ご
協
力
下
さ
い
。 

 

 

                

【
個
人
署
名
】 

ボ
ッ
シ
ュ
労
働
組
合 

 
 

 
 

 

７
３
７
筆 

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合 

３
７
５
筆 

新
日
本
婦
人
の
会 

県
本
部 

９
３
５
筆 

新
日
本
婦
人
の
会
桶
川
支
部
１
９
８
筆 

埼
玉
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
42
筆 

埼
玉 

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ 

 
 

 
 

 
 

 
 

64
筆 

  

日
本
共
産
党
埼
玉
県
委
員
会  

16
筆 

同 

埼
玉
北
部
地
区
委
員
会 

 

37
筆 

国
賠
同
盟 

岩
槻
支
部 

 
 

 
 

73
筆 

 

同   

ふ
じ
み
野
支
部 

 
   

30
筆 

同  

行
田
・
羽
生
支
部 

 
 

 

47
筆 

遠
藤 

譲 
 

 

桶
川
市 

 
 

 
 

10
筆 

佐
々
木
慶
子 

 

宮
代
町 

 
 

 

10
筆 

 

宮
地
さ
か
枝 

 

川
口
市 

 
 

 

19
筆 

 
 

草
鹿
光
世 

 
 

所
沢
市 

 
 

  

30
筆 

 
高
田
哲
郎 

 
 

小
鹿
野
町 

  

20
筆 

佐
藤
俊
也 

 
 

東
松
山
市 

 
 

20
筆 

小
池
三
枝
子 
さ
い
た
ま
市
北
区 

32
筆 

阿
部
テ
イ 

さ
い
た
ま
市
岩
槻
区 

15
筆 

柴
山
た
か
子 

 

宮
代
町 

 
 

 

20
筆 

 

  
 

松
高 

良
彦 

 

さ
い
た
ま
市
中
央
区

T
Y

U
U

O
U

K
U

  

  

性
た
ち
の
た
た
か
い
。
赤
ち
ゃ
ん
を
背
負
っ

て
出
勤
し
、
職
場
に
保
育
所
を
作
ら
せ
た

市
外
電
話
局
の
山
中
郁
子
さ
ん
の
話
は
感

動
的
で
し
た
。
最
後
に
、
な
ぜ
日
本
が
ジ
ェ

ン
ダ
ー
後
進
国
な
の
か
な
ど
資
料
を
示
し

て「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
先
駆
者
の
不
屈
の
た
た
か
い
を
誇
り
に
、

歴
史
に
学
び
、
歴
史
を
つ
く
る
た
た
か
い
を

ご
一
緒
に
」と
訴
え
講
演
を
結
び
ま
し
た
。 

次
い
で
、
映
画
監
督
、
桂
壮
三
郎
氏
が
、

映
画
「
伊
藤
千
代
子
」へ
の
思
い
を
話
さ
れ
、

主
演
女
優
も
決
ま
り
、
来
年
の「
３
・
15
」

完
成
を
め
ざ
し
て
い
る
。
埼
玉
も「
映
画
資

金
つ
く
り
」
を
強
め
て
欲
し
い
と
訴
え
ら
れ

ま
し
た
。
会
場
に
は
、「
犠
牲
者
」
で
あ
り
、

戦
後
、
埼
玉
で
民
主
的
弁
護
士
と
し
て
活

躍
さ
れ
た
為
成
養
之
助
さ
ん
の
ご
遺
族
が

参
加
、
紹
介
さ
れ
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
岩
田
治
樹
事
務
局
長
か
ら
５
月
12

日
の
国
会
請
願
行
動
へ
の
参
加
と
入
会
の

呼
び
か
け
が
あ
り
、
閉
会
後
一
人
の
方
が

入
会
さ
れ
ま
し
た
。 

 

県
本
部
主
催
〝
春
を
呼
ぶ
つ
ど
い
〟

は
、
４
月
29
日
、
埼
玉
会
館
会
議
室
で
開

か
れ
、
雨
の
中
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
入
場
規

制
が
さ
れ
る
中
、
用
意
し
た
席
が
満
席
と

な
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も 

11
名
居
り
大

変
盛
況
で
し
た
。
集
い
は
、
加
藤
ユ
リ
副
会

長
の
司
会
で
進
行
。
矢
島
恒
夫
県
本
部
会

長
の
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
広
井
暢
子
氏

（
日
本
共
産
党
常
任
幹
部
会
員
）
が
、―

歴
史

を
ひ
ら
い
て
き
た
女
性
た
ち
の
た
た
か
い
を

確
信
に
だ
れ
も
が
尊
厳
を
も
っ
て
生
き
ら

れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
新
し
い
時
代
を―

と
題
し
て「
記
念
講
演
」
を
行
い
ま
し
た
。 

広
井
氏
は
、
ま
ず
、
戦
前
、
卑
劣
な
拷

問
に
も
屈
せ
ず
、
勇
気
と
誇
り
を
も
っ
て
た

た
か
い
24
歳
の
若
さ
で
獄
死
し
た
、
伊
藤

千
代
子
、
飯
島
喜
美
、
高
島
満
兎
、
田
中

サ
ガ
ヨ
の
４
人
の
女
性
党
員
と
宮
本
百
合

子
の
話
を
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
て
話
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
戦
後
、
新
し
い
憲
法
の
も

と
、
法
律
上
の
平
等
か
ら
事
実
上
の
平
等

と
権
利
、
地
位
向
上
た
め
に
た
た
か
っ
た
女 

〝春を呼ぶつどい〟を開催 
広井暢子氏が記念講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

林
登
美
男 

 
 

狭
山
市 

 
 

94
筆 

倉
又
孝
夫 

 
 

国
分
寺
市 

 

53
筆 

 

田
中
久
子 

 
 

所
沢
市 

 
  

25
筆 

【
団
体
署
名
】 

埼
玉
土
建
一
般
労
働
組
合
、
同
主
婦

の
会
、
同
青
年
部
、
同
秩
父
支
部
、
同
秩

父
支
部
主
婦
の
会
、
同
秩
父
支
部
青
年

部
、
同
越
谷
支
部
、
同
越
谷
支
部
主
婦
の

会
、
同
越
谷
支
部
青
年
部
、
同
吉
川
・
松

伏
支
部
、
同
吉
川
・
松
伏
支
部
主
婦
の

会
、
同
行
田
羽
生
支
部 

 
 

 
 

新
日
本
婦
人
の
会
埼
玉
県
本
部
、
同

深
谷
支
部
、
同
吉
見
支
部
、
同
三
郷
支

部
、
同
蓮
田
支
部
、
同
越
生
支
部
、
同 

幸
手
支
部
、
同
岩
槻
支
部
、
同
所
沢
支

部
、
同
川
口
支
部
、
同
川
越
支
部
、
同
大

井
支
部
、
同
八
潮
支
部
、 

同
越
谷
支

部
、
同
鴻
巣
支
部
、
同
桶
川
支
部
、
同
岩

槻
支
部
コ
ス
モ
ス
班
、 

埼
玉
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
連
帯
委
員
会
、
同
加
須
支
部
、
同
杉

戸
・宮
代
・
春
日
部
支
部
、 

Ｊ
Ｍ
Ⅰ
Ｔ
Ｕ
エ
マ
ソ
ン
支
部
、
行
田
民
主
商

工
会
、 

国
賠
同
盟
行
田
羽
生
支
部 

 

署
名
合
計
（ 

４
月
末
現
在
） 

個
人
署
名 

 
 

 

４
７
２
６  

筆 

団
体
署
名 
 

 
 

 
 

 

７
８ 

筆 
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

敬
称
は

略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

    

 

3・15、4・1６ 事件 

記念行事 

 

記念講演の広井暢子氏 
上の写真は桂壮三郎監督  

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る
悪
法 

 

で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
対
し
て
謝
罪 

 

と
賠
償
を
す
る
こ
と 

③
国
は
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態
を 

 

調
査
し
て
国
民
に
公
表
す
る
こ
と 

映
画
「
伊
藤
千
代
子
」
の
制
作
・
上
映

支
援
推
進
実
行
委
員
会
が
発
足
！ 

４
月
29
日
〝
春
を
呼
ぶ
集
い
〟
に
先
立

ち
支
部
代
表
と
三
役
が
集
ま
り
、
矢
島
会
長

か
ら
表
記
の「
実
行
委
員
会
」
が
提
起
さ
れ

「
埼
玉
実
行
委
員
会
」を
発
足
し
、
活
動
を
進

め
て
行
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。 

*

実
行
委
員
募
集
中
、
運
動
に
ご
参
加
を
‼ 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ
ー 

新
加
入
同
盟
員
紹
介 
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む
や
い
な
や
扉
が
バ
タ
バ
タ
と
振
動

し
、
す
ぐ
近
く
に
ド
シ
ン
と
音
が
大
き

く
し
て
大
き
な
も
の
が
落
ち
た
。「
爆

弾
だ
っ
」
次
の
瞬
間
爆
発
が‥

と
壕
の

中
で
皆
な
固
ま
っ
た
。
し
ば
し
シ
ー
ン

と
し
て
い
る
。
出
て
見
る
と
３
ｍ
位
離
れ

た
畑
に
大
き
な
穴
が
あ
い
て
て
直
径
１

ｍ
位
の
光
っ
た
円
盤
が
は
ま
っ
て
い
る
。

あ
た
り
を
見
回
す
と
隣
の
町
内
か
ら

砂
煙
が
上
が
っ
て
て
何
や
ら
騒
が
し

い
。
５
０
０
ｍ
位
離
れ
た
町
内
に
爆
弾
が

落
と
さ
れ
て
い
た
。 

 

畑
の
円
盤
は
爆
弾
の
蓋
だ
っ
た
の
か
。 

民
家
４
１
５
戸
被
災
、
３
９
１
人
が
亡

く
な
っ
た
。
Ｂ
２
９
が
２
７
機
で
。 

⑥ 

も
ん
ぺ
の
つ
い
た
足
首
が 

こ
ん
な
戦
争
の
さ
な
か
に
も
毎
日

学
校
に
通
っ
て
い
た
の
か
と
後
に
な
っ
て

不
思
議
に
思
っ
た
が
、
そ
の
爆
弾
で
メ

チ
ャ
ク
チ
ャ
に
な
っ
た
街
の
中
を
30
分

く
ら
い
歩
い
た
。
家
は
殆
ど
無
く
な
っ

て
、
葉
っ
ぱ
の
な
く
な
っ
た
枯
れ
木
の
よ

う
な
木
々
に
は
、
布
団
や
布
切
れ
が

引
っ
か
か
っ
て
い
た
。
こ
の
爆
撃
で
学
校

の
友
達
も
含
め
、
多
く
の
町
民
が
亡
く

な
っ
た
。 

  

 

私
の
戦
争
体
験 

 

第
３
回 

 

絵
と
文 

 
 

 

長
澤 

志
保
子 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

Ｑ 

マ
ス
コ
ミ
で
天
皇
恩
赦
が
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
治
安
維
持
法
犠
牲

者
に
対
し
て
は
、
対
象
に
な
ら
な
い
の

で
し
ょ
う
か
？
（
行
田
市
Ｓ
さ
ん
） 

Ａ 

恩
赦
令
は
、
現
行
憲
法
で
も
天

皇
の
国
事
行
為
と
し
て
、
内
閣
が
決

定
し
、
天
皇
が
こ
れ
を
行
う
こ
と
で
、

天
皇
に
よ
っ
て
罪
を
赦
す
行
為
な
の
で

す
。
明
治
憲
法
下
で
は
、
天
皇
の
専
権

で
し
た
。 

 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
は
、
絶
対
主

義
的
天
皇
制
軍
国
主
義
の
政
治
体
制

を
両
性
の
平
等
に
も
と
づ
く
国
民
主

権
の
政
治
体
制
に
変
革
す
る
こ
と
を

め
ざ
し
て
闘
い
、
抵
抗
し
た
人
々
で
す

か
ら
、「
上
の
目
線
」
で
、
不
忠
な
治
安

維
持
法
犠
牲
者
等
の
罪
を
赦
す
な
ど

と
言
う
恩
赦
は
、
相
い
れ
な
い
の
で

す
。
私
た
ち
と
し
て
も
、
主
権
者
国
民

の
名
に
お
い
て
、「
罪
を
赦
す
」
の
で
は

な
く
、
そ
の
人
権
と
名
誉
を
回
復
す

る
た
め
の
国
会
の
議
決
が
必
要
な
の
で

す
。
民
主
連
合
政
府
に
な
っ
て
も
、
私

た
ち
は
、
恩
赦
で
な
く
て
、
国
会
の
議

決
を
求
め
る
の
で
す
。 

【
註
】 

読
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
〝
質
問

に
答
え
る
コ
ー
ナ
ー
〟
新
設
し
ま
し
た
。

質
問
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
（
編
集
部
） 

 

   

                          

さ
れ
、
届
け
ら
れ
た
政
策
資
料
な
ど
の
説
明

も
行
わ
れ
、
質
疑
、
討
議
が
行
わ
れ
、
参
加
者

の
全
員
一
致
で
、
推
薦
決
定
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
、
会
場
に
前
島
候
補
が
見
え
ら

れ
、
矢
島
会
長
か
ら
推
薦
決
定
の
経
過
が
報

告
、
推
薦
書
も
手
渡
さ
れ
、
前
島
候
補
か
ら

は
、
推
薦
の
お
礼
と
共
に
、
こ
の
間
の
選
挙
戦

の
構
図
や
市
民
か
ら
の
反
応
な
ど
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
前
島
候
補
か
ら「
国

言
い
な
り
の
冷
た
い
市
政
か
ら
あ
っ
た
か
市
政

へ
」
と「
市
政
を
変
え
よ
う
、
み
ん
な
で
変
え
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ
、
参
加
者
は
大
き
な
拍

手
で
応
え
ま
し
た
。 

             

 

短  

歌 

第
四
波
押
し
寄
せ
い
る
に
ワ
ク
チ
ン
は 

輸
入
に
頼
り
て
数
追
い
つ
か
ず 

 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
開
始
東
京
よ
り 

わ
が
街
は
ま
だ
待
ち
き
れ
ず
に
い
る 

川
口
市 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

麦
秋
へ
マ
ス
ク
似
合
わ
ぬ
通
学
路 

 

行
田
市 

 

大
野 

辰
男 

春
の
日
へ
掲
げ
る
印
＃
Ｗ
i

t

h
Ｙ
o

u 

党
百
年
刻
す
リ
ス
ペ
ク
ト
共
闘
の
春 

さ
い
た
ま
市 

小
池  

荘
市 

川 

柳 

オ
ス
プ
レ
イ
属
国
首
都
の
空
監
視 

専
門
家
盾
に
や
る
事
や
ら
ぬ
菅ひ

と 

春
日
部
市 

福
家 

駿
吉 

山
村
に
老
舗
ポ
ス
タ
ー
凛
と
立
つ 

行
田
市 

 

大
野 

辰
男 

 

さ
い
た
ま
市
長
選
挙 

前
島
ひ
で
お

予
定
候
補
を
県
本
部
で
推
薦
決
定 

 
４
月
15
日
に
開
か
れ
た
４
月
度
の
県
常
任
理

事
会
で
、
５
月
23
日
投
開
票
の
さ
い
た
ま
市
長

選
挙
に
お
い
て「
み
ん
な
の
さ
い
た
ま
市
を
つ
く

る
会
」
か
ら
、
前
島
英
男
さ
い
た
ま
地
区
労
議

長
の
擁
立
に
当
た
り
、「
治
安
維
持
法
国
賠
同

盟
」
埼
玉
県
本
部
に
、
同
会
よ
り「
候
補
者
推
薦

と
ご
支
援
の
お
願
い
」
の
要
請
が
文
書
で
申
し
入

れ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
を
受
け
、
県
常
任
理
事
会
で
は
、
矢
島
恒

夫
会
長
か
ら
、
申
し
入
れ
文
書
に
沿
っ
て
、
説
明 

⑤ 

六
月
十
日 

 

町
に
爆
弾
が 

普
通
は
夜
敵
機
が
来
て
東
京
に
爆
弾

を
落
と
し
朝
帰
っ
て
い
た
が
、
こ
の
日
の
朝

８
時
い
き
な
り
空
襲
警
報
が
鳴
っ
た
。
山

の
防
空
壕
ま
で
行
く
間
が
無
く
近
所
の
家

の
壕
に
あ
わ
て
て
駆
け
込
ん
だ
。
飛
び
込 

学
校
へ
の
行
き
帰
り
、
道
路
の
水
の

な
く
な
っ
た
ど
ぶ
の
中
に
、
何
日
も
の

間
、
足
が
あ
っ
た
。
紫
色
の
カ
ス
リ
模
様

の
モ
ン
ペ
が
膝
あ
た
り
で
ち
ぎ
れ
て
い
て

ゴ
ム
の
と
こ
ろ
に
足
首
が
出
て
い
る
。
ち

ょ
っ
と
膨
れ
て
灰
色
で
大
人
か
子
供
か

分
か
ら
な
い
。
い
つ
ま
で
も
そ
の
ま
ま
に

あ
っ
た
と
い
う
事
は
家
族
全
員
犠
牲
に

な
っ
た
の
か
と…

通
る
た
び
に
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。  

（続
く
） 

 
 

院
で
、
治
療
も
さ
れ
ず
一
人
さ
び
し
く
肺
炎
で
わ
ず
か
24

歳
の
い
の
ち
を
お
と
し
た
の
で
す
。
獄
死
同
然
で
す
。 

現
自
民
党
政
権
の
某
法
務
大
臣
は
、
治
安
維
持
法
が
廃

止
さ
れ
特
高
警
察
が
解
体
さ
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、『
同
法

は
適
法
に
制
定
さ
れ
適
法
に
実
行
さ
れ
た
』
と
う
そ
ぶ
い
た

そ
う
で
す
。
こ
の 

百
年
前
の
国
家
的
犯
罪
に
決
着
が
つ
い
て

い
な
い
こ
と
に
戦
慄
を
覚
え
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
治
安
維

持
法
の
お
そ
る
べ
き
本
質
を
ひ
ろ
め
、
国
賠
運
動
を
続
け
て

い
く
と
同
時
に
、『
伊
藤
千
代
子
の
生
涯
』
（
仮
題
）
の
映
画

製
作
成
功
の
た
め
の
募
金
活
動
を
一
層
強
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

（ 

「
県
同
盟
」理
事
・
川
口
市
在
住
） 

 

同
盟
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
対
し
て
国
が
謝
罪
と

賠
償
を
す
る
よ
う
求
め
、
今
年
も
５
月
12
日
、
国
会
請
願

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
私
は
今
ま
で
署
名
を
集
め
る
の
み
で

し
た
が
、
埼
玉
県
本
部
に
移
籍
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
国
会
請
願
行
動
に
参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

若
き
伊
藤
千
代
子
は
、
１
９
２
８
年
３
月
15
日
の
朝
、

重
要
文
書
の
原
紙
を
届
け
る
先
の
滝
野
川
の
秘
密
の
印
刷

所
で
、
待
ち
伏
せ
し
て
い
た
特
高
警
察
に
検
挙
さ
れ
ま
し

た
。
市
ヶ
谷
刑
務
所
に
収
容
さ
れ
、
激
し
い
拷
問
に
よ
っ
て

思
想
の
変
更
を
迫
ら
れ
た
が
、
決
し
て
節
を
ま
げ
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
翌
年
９
月
、
特
高
が
監
視
す
る
松
澤
病 

私も
一言 

 

矢
島
会
長
か
ら 

推
薦
書
手
渡
す 

【
お
詫
び
と
訂
正
】先
月
号
「
私
も
一
言
」欄

の「
大
宮
平
和
美
術
展
」
開
催
日
が
間
違
え
て

い
ま
し
た
。
５
月
18
日
～
23
日
に
訂
正
し
、

関
係
者
に
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

（
編
集
部
） 

『
伊
藤
千
代
子
』の
生
き
様
を
学
び
広
げ
、 

百
年
前
の
国
家
的
犯
罪
の
告
発
・決
着
を
！ 

 

宮
地
さ
か
枝

  

 

 


